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ニューノーマル。今の状態を拒み、戦う姿勢を

維持するのではなく、また、台風が過ぎるのをじっ

と待つのでもなく、今の状態を受け入れ、それを

新しい生活様式として定着させることが大切にな

る。しかもそれは、起こる予定だった社会的・経済

的変化が、コロナによって結果を早く求めるように

なり、早いペースでの変化を余儀なくされただけ

だ。 

「with コロナ」、コロナと共に。時代が大きく動き

始めた。その変化はとても速く、私たちは試行錯

誤しながら、新しい暮らし方、新しい働き方を始め

なければならない。まちづくりの分野でも、暮らし方、

働き方の変化がもたらすソフト・ハード両面での変

化は大きい。 

（１）今、何が起こっているのか 

＜オンライン化＞ そのうちそうなるかも知れない、

と思ってはいたが、宅配や働く現場でも子供たちの

教育の面でも、劇的なオンライン化へ。その結果、

私たちは、私たち自身の「暮らし」を中心に物事を

考え始めることになる。住む場所を選ぶにしても、

学校や勤め先が近いから、といった理由ではなく、

いかに暮らし易いか。それは「ワーク・ライフ・バラ

ンス」ではなく、「ワーク・ライフ・ミックス」の社会だ。 

＜ソーシャル・ディスタンス＞ 利便性を優先

すれば仕方がない、と思っていた高層高密な社会

から、ソーシャル・ディスタンスや外気を意識した

環境整備へ。その観点で人々が暮らす地元を再

整備する必要がる。車道を減らし、社会的距離の

確保のために歩道と自転車道を広くとる。現在国

や地方自治体で進められているコンパクトシティの

政策を進めつつ、一極集中型の高層高密から多

極分散型の低層低密社会へ。 

＜地産地消＞ 原材料と人件費の安いところで製

造し、それを安く輸入するのが当たり前だったが、

安全性を含め、大切なものは多少割高でも地産地

消へ。グローバル経済から、地域が自立して連帯

する地産地消中心型へ。国内で流通消費できる

体制を整え、自給自足と供給網の国内回帰が激

しく進む。 

（２）「まちなか」はどうなるか 

物販の小売店でも、他から仕入れて、その上に

手間賃を乗せているだけのお店は、ネット通販に

は敵わない。簡単だし、安いし、配達もしてくれる。

徹底的にネットで済むことはネットで、の社会が到

来。飲食店は、テイクアウト型に大きくシフト。そも

そもテイクアウトの仕組みが作れないお店はその

時点で続かない。テイクアウトを始めても、実は客

は、続いて欲しいお店を選んで応援する。時間を

掛けて、わざわざ行くだけの価値のあるお店、手

づくり感・手触り感のあるお店のみが生き残る。 

（３）バックキャスティングでまちづくりを 

地方分散型・低層低密のネットワーク型社会で、

日常の殆どをオンラインで済ませ、人々の移動は、

特別の時、特別の場所に限られる社会。優先順

位の一番は「暮らし」。抜本的に世の中が変わると

覚悟して現状維持とか原状回復とかは考えずに、

今までの当り前から切り離して未来を描き、バック

キャスティング方式で「特別な選ばれる場所」づく

りを目指したい。  


